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論文概要

スロット導波路は，高屈折率媒質により狭い低屈折率

領域が挟まれる構造をもつ導波路であり，サブ波長領域

であるスロット部に光を強く閉じ込めることが出来る．

このため，様々なデバイスへの応用が期待されている．

このようなデバイスを構成するにあたり，曲がり構造は

重要な要素の一つであり，より低損失であることが望ま

しい．本報告では，これまで検討されていなかった，曲

がり部と直線導波路との接続部，および高さ方向の構造

も考慮した，3 次元曲がり構造に対して，3 次元ベクトル

有限要素法（3D-VFEM: Three-Dimensional Vector Finite 

Element Method）による解析を行うと共に，より低損失と

なる構造についても検討を行った．

図 1 に示す単純曲がり構造に対し，3D-VFEM，および

円筒座標系に基づくベクトル有限要素法（ VFEM-CCS: 
Vector Finite ElementMethod in a Cylindrical Coordinate 

System）[1]を用いた一様曲がり解析を行い，得られた透

過率の曲げ半径依存性を，図 2 に示す．これより，直線

導波路との接続点における損失など，一様曲がり解析で

は得ることのできない損失があり，詳細な曲げ損失を得

るには，3 次元解析を行う必要があることがわかる．

さらなる曲げ損失の低減のため，図 3 のような構造に

ついても検討を行った．図 4 に，R = 1.0μm，t = 300 nm と

し，Δx1，Δx2 を変化させた場合の透過率を示す． この

とき，最大透過率 0.995 を得る．このように，適切な構造

を適用することで，曲げ損失の大きな低減を達成できる

ことを明らかにした． 
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図1 スロット導波路単純曲がり構造 

図2 透過率の曲げ半径依存性
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図3 曲げ損失低減構造


